
JP 5334839 B2 2013.11.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用の際に、外側に溝を備え内側にねじとの係合部を備える円筒部を有し前方に針部が
突出する所定の駆動構造の針先を格納するための格納区画と、前記格納区画に平行に形成
される取り外し区画と、を備える針先格納及び取り外し器具であって、
　前記格納区画は、使用の際に前記格納区画の中に格納される針先の駆動面の前記溝を、
相補的に形成される溝によって回転不能にかみ合わせる筒状部と、前記針部を格納するた
めの断面が減少された部分と、を備える駆動差込口を備え、
　前記取り外し区画は、前記所定の駆動構造の針先を回転不能にかみ合うように差し込み
可能に形成された溝部を有する筒状部と、前記針部を格納するための断面が減少された部
分と、を備える駆動差込口を備え、
　前記格納区画と前記取り外し区画は、使用に際して前記針先の全体を完全に格納するよ
うにそれぞれ形成され、それぞれの駆動差込口の開口端部から前記針部を格納する部分ま
で断面が小さくなる外形形状を有し、それぞれの駆動差込口が互いに逆方向を向いて隣り
合って配置され、それにより針先格納及び取り外し器具の前記格納区画及び前記取り外し
区画の長手方向に直交する端部面が、一方の区画の差込口に対応する断面のより大きい部
分と、他方の区画の針部を収容する部分に対応する断面がより小さい相補的な部分とで形
成されることを特徴とする針先格納及び取り外し器具。
【請求項２】
　前記格納区画と前記取り外し区画は、針先を格納するために一端が開放し、他端が閉じ
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ていることを特徴とする請求項１に記載の針先格納及び取り外し器具。
【請求項３】
　前記格納区画に配置される針先を備え、格納区画は取り外し可能なシール箔部材によっ
て密封されていることを特徴とする請求項１または２に記載の針先格納及び取り外し器具
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、針先格納及び取り外し器具に関し、限定的ではないが、特に治療用物質のカ
ートリッジから一定の服用分量を注射することを目的とする注射器具に使用される器具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーウェン・マンフォード（Owen Mumford）のオートペン（登録商標）のような従来の
ペン型注射器では、治療用物質のカートリッジがカートリッジホルダーに装填（装着）さ
れ、使い捨て針先（注射針）が注射器の前端にねじ締め込みされる。針先は、両頭針であ
り、針先がねじで締め込まれる際、カートリッジの前端部におけるゴム膜を針先の後端が
突き抜ける。１回の服用分はペン型注射器に対してダイヤルで調整でき、針が注射位置に
差し込まれ、一回分の服用分を注射するために注射器のトリガーが動かされる。注射後は
、針先を注射器から取り外し、この針先を廃棄する必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　多くの従来技術において、針先ハブ（針先基）の外部にはスプラインが設けられ、針先
は、針先ハブが入れられる相補的な溝が形成された差込口を備える、アルミ箔等の金属薄
片（ホイル）で密封された容器（Foil-sealed container）に入れられて提供される。こ
のような針先を使用するために、ホイルを取り除き、そして、当該容器に覆われたままの
針先を、容器をスパナのように使用して、注射器にねじ締め込みする。締め付けた後、取
り外し可能な二次的な針の保護部材が提供される場合もあるが、露出された針を残して軸
方向に容器が引き抜かれる。注射の後、ユーザは、容器を針ハブに戻し、容器をスパナの
ように使用して針先を注射器から取り外すことができる。その後、使用された針は、当該
容器によって再び収容されるため、針先を安全に廃棄することができる。このシステムは
、ユーザが容器を保持し、注射後直ちに針先を注射器から取り外すために容器を使用する
ことに、大変有用である。しかしながら、多くの事例では、ユーザは、各注射後に針先を
取り替える推奨に従わないかもしれないし、その代りむしろ、同じ針先を長期間にわたっ
て複数回の注射に使用するかもしれない。このような場合、ユーザは、元の容器を廃棄す
ることがあり、このため、針が露出したままで針先を回して外すことによって当該針先を
取り外すかもしれない。これは、針先を取り外す際、及び針先が廃棄される際の両方にお
いて針刺し傷のリスクをもたらす。あるいは、注射した後に注射器のキャップで蓋をして
針を同じ場所に残し、それから新しい針に交換したいと望むときだけ、針を取り外すかも
しれない。この場合でもやはり、針刺し傷のリスクをもたらす。
【０００４】
　そこで、我々は、これらのリスクを低減した装置を設計した。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　従って、本発明の針先格納及び取り外し装置は、使用の際に所定の駆動構造（a given 
drive configuration）の針先を格納するための格納区画を備える針先格納及び取り外し
器具であって、前記格納区画は、使用の際に前記区画の中に格納される針先の駆動面を回
転不能にかみ合わせる駆動差込口を備え、前記器具は、前記所定の駆動構造の針先に嵌め
合うように適合された別の駆動差込口をさらに備えることを特徴とする。
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【０００６】
　このように、ユーザが針先の交換を望む際にもとの容器を失くしてしまったと気付いて
も、ユーザは、新しい容器における上記駆動差込口を使用することができる。
【０００７】
　別の駆動差込口は、古い針先の除去を支援するための、そして、それによって負傷のリ
スクを低減する、例えば、単に駆動リングまたはスパナリングを備えることができ、前記
最初に述べた格納区画に平行に形成される取り外し区画の一部を構成することが好ましい
。このように、古い針は、安全に廃棄できるように露出した針部分を覆う取り外し区画に
、嵌め込むことができる。同様に、好ましくは、両方の区画は、一方の端部が針先を格納
するために開放し、他方の端部が露出した針を覆うために閉じられる。
【０００８】
　好ましくは、上記区画は並んで配置され、それらの開放している端部は互いに反対方向
を向いていることを特徴とする。
【０００９】
　好ましくは、前記器具は、一つの格納区画と、一つの取り外し区画を備えることを特徴
とする。
【００１０】
　本発明は、前記格納区画に配置される針先と組み合わせて、上記格納区画は取り外し可
能な密封部材によって密封され、上記取り外し区画は最初は空である、上述した針先格納
及び取り外し器具にも及ぶ。
【００１１】
　本発明は以上のように説明されるが、上述した特徴、又は、以下の説明又は請求の範囲
で説明する特徴のあらゆる創作的な組み合わせにも及ぶ。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明は様々な方法で実現され、添付される図面を参照して、実施形態を単に例示を目
的として説明する。
【００１３】
　図に示した器具は、ペン型注射器の端部にねじ締め固定する針先１０を収容し、さらに
、使用後に針先を取り外し、使用後に針の前方を覆うことを目的とする。
【００１４】
　針先は、Ｕｎｉｆｉｎｅ（登録商標）ペンティップ（Ｐｅｎ ｔｉｐ）を使用すること
ができる。このペンティップは、外側に溝１４を備えるネジ環部１２を備え、ネジ環部１
２は、環部１８の前方に突き出した前方部１６’と、環部の後面を越えて突き出すことな
く後方に延びる後方部１６’’とを備える両頭針１６を備えている。本実施形態において
、この器具は、区画２０の端部によって針が保護されて駆動環が内部に入れられることが
可能な、相補的に溝が形成された差込口２２を備える格納区画２０を備える。格納区画２
０は、剥くことができる密封箔部材（a peelable sealing foil element）２４によって
密封される。格納区画２０に並んで配置されるのは、相補的な溝が形成された差込口２２
’と針を覆う部材を備える取り外し区画２６であり、格納区画の構造と全体的には類似す
るが、取り外し区画は、使用済みの針先を永久的に捕らえるために、スナップロック手段
、又は、それに似た手段を備えるように設計されることができる。
【００１５】
　使用に際しては、ペン型の注射器が既に使用済みの針が取り付けられている場合、取り
外し区画２６は使用済み針の上からスライドされ、針先を外し、当該区画によって使用済
みの露出した針が覆われた状態で取り外し区画の中に針を残すために、回転される。この
動作が完了すると、箔２４が格納区画２０から剥がされ、新しい針先１０が器具にネジ締
め固定される。針先の格納及び取り外し器具は廃棄することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
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【図１】本発明に係る針先格納及び取り外し器具の平面図である。
【図２】取り外し区画に使用済み針先を保有する図１に示した器具の全体斜視図である。

【図１】

【図２】
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